
  
 

市議会だより 

第 109 号 
さ い と 

令和４年８月１日発行 

●６月定例会の概要● 
令和４年第４回定例会は６月６日に招集。６月２３日までの会期で、市長提出議案７件、議員提出議案１

件、報告案件４件、請願１件について審議を行いました。採決の結果、市長提出議案はいずれも原案可決

（うち１件は同意）、議員提出議案についても原案可決、また請願１件についても採択としました。 

主な掲載内容 

◎一  般  質  問 ・・・Ｐ２～５ 

◎議案審議結果（臨時会） ・・・Ｐ５ 

◎委 員 会 審 査 概 要 ・・・Ｐ6 

◎議案審議結果（定例会） ・・・Ｐ７ 

◎議 会 Ｑ ＆ A ・・・Ｐ８ 
検索 西都市議会 

西都市議会 

ホームページ 

ホームページ
はこちらから↓ 
 

さいと市議会だよりを 

アプリで配信中！ 

 

マチイロ 

 

ダウンロードは
こちらから↓ 
 

●５月臨時会の概要● 
令和４年第３回臨時会は５月１８日に招集。１日の会期で、市長提出議案１件について審議を行いまし

た。採決の結果、原案可決としました。 
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葵
の
会 
田
爪 

淑
子 

 

市
民
目
線
の
行
政
の
あ
り
方
に
つ
い
て 

動画はこちらから↓ 
 

問
① 

市
の
広
報
に
つ
い
て
、
現
在
の
取
り

組
み
方
法
を
伺
い
た
い
。
ま
た
多
く
の
方

が
使
用
し
て
い
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
使
用
に

つ
い
て
、
市
内
で
教
室
が
開
か
れ
好
評
だ

と
聞
い
て
い
る
が
、
そ
の
事
を
知
っ
て
お
ら

れ
る
か
伺
い
た
い
。 

答 

市
の
広
報
は
、
月
一
回
発
行
の
「
広

報
さ
い
と
」
、
月
二
回
発
行
の
「
お
知
ら

せ
」
が
あ
る
。
そ
の
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
な
ど
の
公

式
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
て
い
る
。
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
使
用
に
つ
い
て
は
、
穂
北
地
区
館
で

「
ス
マ
ホ
教
室
」
が
行
わ
れ
て
い
る
と
聞
い

て
い
る
。 

問
② 

危
機
管
理
対
策
の
在
り
方
と
し

て
、
危
機
管
理
課
へ
女
性
職
員
の
配
置
は

さ
れ
て
い
る
か
伺
い
た
い
。 

答 

現
在
女
性
職
員
の
配
置
は
さ
れ
て
い

な
い
が
、
女
性
の
視
点
を
取
り
込
ん
だ
防

災
対
策
を
進
め
る
と
と
も
に
、
避
難
所
開

設
の
場
合
は
女
性
に
配
慮
し
た
運
営
を

行
う
よ
う
努
め
た
い
。 

問
③ 

高
齢
者
に
配
慮
し
た
ご
み
の
分
別

に
取
り
組
ん
で
い
る
か
伺
い
た
い
。
ま
た
、

ご
み
の
分
別
品
目
数
が
多
く
、
高
齢
者
に

は
分
別
が
難
し
い
と
の
声
を
聞
く
が
、
リ

サ
イ
ク
ル
に
取
り
組
む
事
で
、
資
源
と
し

て
社
会
に
還
元
さ
れ
、
地
域
社
会
へ
貢
献

す
る
事
に
も
つ
な
が
る
な
ど
の
広
報
を
す

る
つ
も
り
は
な
い
か
伺
い
た
い
。 

答 

特
に
高
齢
者
へ
配
慮
し
た
分
別
へ
の

取
り
組
み
は
行
っ
て
い
な
い
。
リ
サ
イ
ク
ル

に
取
り
組
む
効
果
、
資
源
と
し
て
活
用
さ

れ
る
事
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
分
か
り
や
す

い
表
現
で
周
知
す
る
取
り
組
み
を
進
め

て
い
き
た
い
。 

問
④ 

西
都
児
湯
医
療
セ
ン
タ
ー
の
中
期

計
画
が
作
ら
れ
る
手
順
に
つ
い
て
伺
い
た

い
。 

答 

中
期
計
画
は
医
療
セ
ン
タ
ー
で
作
成

さ
れ
た
後
、
市
へ
提
出
さ
れ
内
容
に
つ
い

て
評
価
委
員
会
に
諮
問
し
、委
員
会
で
出

さ
れ
た
意
見
を
参
考
に
し
て
議
会
へ
上
程

さ
れ
る
。 

問
⑤ 

医
療
セ
ン
タ
ー
令
和
３
年
度
の
決

算
内
容
に
つ
い
て
は
、い
つ
頃
を
目
処
に
議

会
へ
提
出
さ
れ
る
予
定
か
伺
い
た
い
。 

答 

事
業
年
度
終
了
後
３
月
以
内
に
設

立
団
体
の
長
へ
提
出
し
、
承
認
を
受
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
定
め
ら
れ
て
い
る
の

で
、
６
月
末
ま
で
に
は
市
へ
提
出
さ
れ
る

と
考
え
る
。 

 
 

６月１４日、１５日、７人の議員が登壇し、市政全般にわたって質問を行いました。 

 

 

新
風
創
生
会 

米
良 

弥 

 

安
心
し
て
生
活
で
き
る
環
境
整
備
と
農
林
業
の
振
興
に
つ
い
て 

動画はこちらから↓ 
 

問
① 

住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
生

活
し
て
い
く
た
め
に
は
、
生
活
環
境
や
福

祉
、
防
災
な
ど
の
地
域
活
動
を
支
え
る
公

民
館
や
区
長
な
ど
に
よ
る
共
助
の
働
き

が
重
要
で
あ
る
が
、
現
状
と
課
題
、
対
策

に
つ
い
て
伺
い
た
い
。 

答 

多
く
の
地
域
活
動
組
織
で
、
高
齢

化
・
人
口
減
少
に
よ
り
役
員
等
の
担
い
手

不
足
や
活
動
へ
の
参
加
者
減
少
が
顕
著

と
な
っ
て
き
て
お
り
、
若
い
世
代
の
活
動
へ

の
参
加
促
進
、
担
い
手
不
足
解
消
が
課
題

と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
庁
内
で
組
織

的
に
検
討
を
行
っ
て
い
る
が
、
具
体
的
な

対
策
ま
で
は
行
き
つ
い
て
い
な
い
。 

問
② 

交
通
弱
者
や
通
勤
通
学
に
と
っ
て

重
要
で
あ
る
市
内
外
を
結
ぶ
路
線
バ
ス

や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
今
後
の
取
り
組
み

方
針
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。 

答 
市
外
と
結
ぶ
地
域
間
幹
線
路
線
バ
ス

等
に
つ
い
て
は
で
き
る
だ
け
維
持
す
る
方

向
で
検
討
し
て
い
く
。
市
内
の
路
線
バ
ス

や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
等
に
つ
い
て
は
新
た

な
移
動
手
段
も
含
め
て
「
地
域
公
共
交

通
計
画
」
の
策
定
を
行
う
中
で
検
討
し
て

い
く
。 

問
③ 

燃
油
や
生
産
資
材
等
の
価
格
高

騰
で
農
業
経
営
環
境
は
厳
し
く
な
っ
て
い

る
が
、現
状
と
対
策
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。 

答 

重
油
が
２
割
以
上
、肥
料
・
飼
料
な
ど

が
１
割
以
上
の
値
上
げ
と
な
っ
て
い
る
。こ

の
た
め
、施
設
園
芸
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
構

築
事
業
へ
の
加
入
促
進
、
省
エ
ネ
、
省
力

化
・
Ｉ
Ｔ
Ｃ
化
促
進
の
た
め
の
支
援
事
業

を
実
施
す
る
と
と
も
に
国
・
県
の
対
策
も

活
用
し
て
い
く
。 

問
④ 

本
市
の
豊
富
な
農
林
業
資
源
を

活
用
し
た
地
域
循
環
型
の
バ
イ
オ
マ
ス
産

業
都
市
構
想
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。 

答 

農
林
業
の
活
性
化
、
産
業
の
振
興
と

雇
用
の
創
出
、
環
境
負
荷
軽
減
を
目
指

し
た
地
域
循
環
型
の
「
バ
イ
オ
マ
ス
産
業

都
市
構
想
」
を
来
年
８
月
ま
で
に
策
定

し
、
１２

月
に
国
に
申
請
し
て
、
計
画
的
に

推
進
し
て
い
く
。 

問
⑤ 

西
都
児
湯
医
療
セ
ン
タ
ー
の
運
営

に
必
要
不
可
欠
な
協
力
者
で
あ
る
宮
崎

大
学
医
学
部
や
西
都
西
児
湯
医
師
会
の

理
事
長
解
任
処
分
に
伴
う
不
信
感
の
解

消
に
向
け
た
具
体
的
な
行
動
に
つ
い
て
伺

い
た
い
。 

答 

宮
崎
大
学
医
学
部
を
は
じ
め
複
数
の

関
係
者
と
は
会
っ
て
い
る
が
、
信
頼
回
復

の
た
め
の
具
体
的
な
行
動
に
つ
い
て
は
言

え
る
段
階
に
な
い
。 
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葵
の
会 

森 

祐
子 

 

人
口
流
出
対
策
と
財
源
確
保
に
つ
い
て 

動画はこちらから↓ 
 

問
① 

市
議
会
議
員
の
役
割
と
今
後
の
期

待
に
つ
い
て
伺
う
。 

答 

市
民
の
声
を
届
け
、
首
長
と
と
も
に

市
政
を
牽
引
す
る
役
割
。
よ
り
よ
い
西
都

市
の
実
現
に
向
け
て
共
に
取
り
組
ま
せ
て

い
た
だ
き
た
い
。 

問
② 

投
票
を
促
す
取
り
組
み
に
つ
い
て 

イ 

現
状
に
つ
い
て
伺
う
。 

答 

中
学
校
・
高
校
へ
の
選
挙
の
出
前
授

業
の
実
施
。小
学
校
の
新
庁
舎
見
学
の
際

に
主
催
者
教
育
を
実
施
。 

ロ 

市
政
に
興
味
や
関
心
を
持
っ
て
い
た

だ
く
た
め
広
報
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
更
な
る
周
知

を
依
頼
。  

答 

更
な
る
活
用
を
推
進
し
て
い
く
。 

問
③ 

移
住
支
援
金
事
業
を
利
用
す
る

要
件
に
つ
い
て
伺
う
。 

答 

国
の
他
に
県
、
さ
ら
に
市
独
自
の
支

援
金
も
あ
り
、
手
厚
い
支
援
が
行
わ
れ
て

い
る
。 

問
④ 
若
者
の
流
出
対
策
に
つ
い
て 

イ 

企
業
と
就
職
希
望
者
を
繋
ぐ
取
り

組
み
は
あ
る
の
か
伺
う
。 

答 

現
状
は
就
職
支
援
エ
リ
ア
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
を
配
置
し
高
校
と
企
業
を
つ
な

ぐ
取
り
組
み
を
実
施
中
。 

ロ 

企
業
誘
致
を
見
据
え
た
人
材
育
成
の

取
り
組
み
を
伺
う
。  

答 

高
校
と
の
連
携
と
リ
モ
ー
ト
ア
カ
デ

ミ
ー
の
実
施
を
行
っ
て
い
る
。  

ハ 

宮
崎
県
立
産
業
技
術
専
門
校
の
よ
う

に
人
材
を
地
元
で
育
成
し
地
元
の
雇
用

に
も
つ
な
が
る
の
が
一
番
理
想
的
、
誘
致

企
業
と
し
て
も
ニ
ー
ズ
が
あ
る
情
報
サ
ー

ビ
ス
関
係
の
科
の
新
設
を
県
に
働
き
か
け

る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。
ま
た
市
独
自
の

人
材
育
成
事
業
に
学
校
跡
地
を
利
活
用

で
き
な
い
か
等
、
今
後
考
慮
い
た
だ
き
た

い
。  

答 

提
案
に
つ
い
て
は
、今
後
前
向
き
に
検

討
し
て
い
く
。  

二 

地
元
に
残
る
若
者
へ
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

の
機
会
や
何
ら
か
の
優
遇
措
置
は
考
え

ら
れ
な
い
か
伺
う
。  

答 

現
状
は
考
え
て
い
な
い
。ま
ず
は
企
業

立
地
、
西
都
市
民
の
雇
用
推
進
、
農
林
業

就
農
に
取
り
組
ん
で
い
く
。 

問
⑤ 

ふ
る
さ
と
納
税
の
増
額
に
向
け
て 

イ 

他
自
治
体
で
参
考
に
し
て
い
る
取
り

組
み
に
つ
い
て
伺
う
。  

答 

参
考
に
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
無
い
。 

ロ 

増
額
に
向
け
た
今
後
の
取
り
組
み
を

伺
う
。 

答 

返
礼
品
の
拡
充
と
開
発
支
援
、
提
供

体
制
の
安
定
化
に
努
め
る
。 

 

 

日
本
共
産
党 

狩
野 

保
夫 

 

連
携
・
協
力
に
よ
る
医
療
セ
ン
タ
ー
の
運
営
を 

動画はこちらから↓ 
 

問
① 

理
事
長
に
対
す
る
「
解
任
通
知
」

を
撤
回
し
連
携
・
協
力
に
よ
る
医
療
セ
ン

タ
ー
の
運
営
を
市
民
皆
さ
ん
も
願
っ
て
お

ら
れ
る
。
見
解
は
。 

答 

解
任
の
撤
回
は
考
え
て
い
な
い
。 

問
② 

選
挙
公
約
で
あ
る
脳
神
経
外
科

医
の
復
帰
に
つ
い
て 

イ 

濵
砂
亮
一
先
生
の
復
帰
の
見
通
し

は
。 

答 

復
帰
に
つ
い
て
可
能
性
を
感
じ
て
い

る
が
明
確
な
時
期
は
答
え
ら
れ
な
い
。 

ロ 

「
私
が
当
選
し
た
ら
必
ず
戻
っ
て
き
ま

す
」
と
訴
え
ら
れ
た
こ
と
は
選
挙
公
約
で

は
な
い
の
か
。 

答 

発
言
は
し
た
が
公
約
と
し
て
言
っ
た

覚
え
は
な
い
。 

問
③ 

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
に
つ
い
て 

イ 

感
染
の
現
状
に
対
す
る
見
解
は
。 

答 

感
染
状
況
は
落
ち
着
き
つ
つ
あ
る
が
、

夏
休
み
中
の
人
流
増
加
に
伴
う
感
染
者

数
の
増
加
を
危
惧
し
て
い
る
。 

ロ 

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
現
状
と
課
題
は
。 

答 

接
種
率
が
低
い
１２

歳
か
ら
４９

歳
の

若
年
層
を
中
心
と
し
た
接
種
率
の
向
上

が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。 

ハ 

県
知
事
が
示
し
た
「
基
本
的
な
感
染

防
止
対
策
を
継
続
し
な
が
ら
、社
会
経
済

活
動
の
回
復
に
向
け
て
取
り
組
み
た
い
」

と
の
方
針
に
対
す
る
見
解
は
。 

答 

社
会
経
済
活
動
を
回
復
さ
せ
る
た

め
行
動
制
限
の
緩
和
は
必
要
な
対
応
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。 

問
④ 

物
価
高
騰
に
よ
る
市
民
へ
の
影
響

と
対
策
は
。 

答 

消
費
者
物
価
指
数
か
ら
も
市
民
生

活
及
び
そ
の
家
計
に
大
き
な
影
響
を
与

え
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。
支
援
対
策
と

し
て
は
、
施
設
園
芸
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備

導
入
等
へ
の
補
助
事
業
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付

商
品
券
発
行
事
業
、
子
育
て
世
帯
等
へ
の

支
援
事
業
に
取
り
組
み
た
い
。 

問
⑤ 

水
田
活
用
の
直
接
支
払
交
付
金

の
見
直
し
に
対
す
る
見
解
は
。 

答 

国
の
減
反
政
策
に
協
力
し
て
き
た
農

業
者
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
か

ら
容
認
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。 

問
⑥ 

消
費
税
イ
ン
ボ
イ
ス
（
適
格
請
求

書
）
制
度
に
対
す
る
見
解
は
。 

答 

適
正
な
課
税
確
保
の
た
め
に
導
入
さ

れ
る
制
度
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。 

問
⑦ 

中
学
校
再
編
に
合
わ
せ
た
制
服
の

見
直
し
に
対
す
る
見
解
は
。 

答 

完
全
に
自
由
選
択
制
と
す
る
の
か
、

私
服
を
取
り
入
れ
る
の
か
等
、
生
徒
や
保

護
者
の
意
向
や
校
則
と
の
関
連
も
含
め

様
々
に
検
討
を
重
ね
た
い
。 
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新
緑
会 
岩
切 

一
夫 

 

農
業
振
興
、
観
光
振
興
、
医
療
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て 

動画はこちらから↓ 
 

問
① 

農
業
振
興
に
つ
い
て
の
う
ち
燃
油

高
騰
対
策
に
つ
い
て
、
産
地
生
産
基
盤
パ

ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業
に
新
た
に
「
施
設
エ
ネ
ル

ギ
ー
転
換
枠
」
が
設
け
ら
れ
た
が
、
今
後
、

市
と
し
て
ど
の
よ
う
な
事
業
を
展
開
さ

れ
て
い
か
れ
る
の
か
伺
う
。 

答 

今
回
、
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を
活

用
し
て
施
設
園
芸
の
省
エ
ネ
設
備
導
入

に
対
す
る
緊
急
支
援
事
業
を
予
算
化
し

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

問
② 

観
光
振
興
に
つ
い
て 

イ 

西
都
市
の
花
で
あ
る
高
取
山
の
ミ
ツ

バ
ツ
ツ
ジ
が
こ
の
ま
ま
の
管
理
を
し
て
い

た
ら
群
生
地
が
な
く
な
る
の
で
は
と
危
惧

し
て
お
り
、
市
が
何
ら
か
の
対
策
を
す
る

べ
き
だ
と
思
う
が
ど
う
考
え
て
お
ら
れ
る

の
か
伺
う
。 

答 

枯
れ
木
が
目
立
ち
、樹
勢
が
弱
っ
て
き

て
い
る
の
は
認
識
し
て
い
る
。
対
策
と
し

て
造
園
会
社
に
高
取
山
全
体
の
分
布
調

査
を
は
じ
め
管
理
計
画
や
、
新
植
に
よ
る

更
新
計
画
を
依
頼
し
て
美
し
い
景
観
を

守
る
た
め
、
管
理
を
徹
底
す
る
。 

ロ 

こ
こ
数
年
前
か
ら
春
田
バ
イ
パ
ス
の
法

面
に
「
ツ
ク
シ
イ
バ
ラ
」
に
似
た
花
が
咲
い

て
い
る
。
西
都
市
の
有
力
な
観
光
資
源
は

花
だ
と
思
う
が
、
こ
の
「
ツ
ク
シ
イ
バ
ラ
」

に
似
た
花
も
本
市
の
観
光
資
源
に
な
ら

な
い
か
伺
う
。 

答 

本
市
の
有
力
な
観
光
資
源
は
花
で
あ

る
の
で
、
今
後
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
活

用
で
き
る
か
研
究
す
る
。 

問
③ 

医
療
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て 

イ 

市
外
へ
の
救
急
搬
送
３９

％
か
ら
令

和
２
年
が
４６

％
、
令
和
３
年
が
５６

％
と

年
々
増
加
し
て
い
る
。
令
和
３
年
に
は
医

療
セ
ン
タ
ー
だ
け
で
は
な
く
市
内
の
医
療

機
関
も
受
け
入
れ
が
減
少
し
て
い
る
が
原

因
は
何
か
伺
う
。 

答 

受
け
入
れ
件
数
の
減
少
理
由
は
分
か

ら
な
い
が
、
処
置
困
難
、
医
師
不
在
、
他
患

者
対
応
中
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。 

ロ 

令
和
元
年
か
ら
令
和
３
年
の
医
療
セ

ン
タ
ー
へ
の
脳
疾
患
の
患
者
の
救
急
搬
送

を
伺
う
。 

答 

令
和
元
年
が
１
０
３
件
、
令
和
２
年

が
５６

件
、
令
和
３
年
が
３２

件
で
あ
る
。 

 

 

 

公
明
党 

浦
田 

明
子 

 

第
五
次
西
都
市
総
合
計
画
、
指
定
難
病
、
乳
が
ん
検
診
に
つ
い
て 

動画はこちらから↓ 
 

問
① 

重
点
施
策
③
「
若
い
世
代
の
結

婚
・
出
産
・
子
育
て
の
夢
を
か
な
え
る
」
と 

 

あ
る
が
、
市
で
は
、
具
体
的
な
取
組
み
、
目

標
が
あ
る
の
か
伺
う
。 

答 

結
婚
に
つ
い
て
は
、
宮
崎
結
婚
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
て
、
結
婚
を
希
望

す
る
方
へ
の
個
別
に
出
会
い
を
支
援
し
て

い
る
。 

出
産
・
育
児
に
つ
い
て
は
、
子
育
て

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
設
置
、
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
、
長
時
間
保
育
な
ど
の
支
援
事
業

の
充
実
に
取
り
組
ん
で
い
る
。  

問
② 

出
産
の
部
分
で
市
に
は
、
低
体
重

児
は
何
人
く
ら
い
な
の
か
、
リ
ト
ル
ベ
ビ
ー

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
導
入
に
つ
い
て
伺
う
。 

答 

低
体
重
児
の
届
出
は
、
16

名
、
本
市

で
も
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
は
県
で
作
成
さ
れ 

 

た
ら
、活
用
し
て
い
く
。 

イ 

結
婚
の
部
分
の
提
案
と
し
て
、
西
都

市
在
住
の
新
婚
者
に
、新
築
住
宅
補
助
金

支
援
を
要
望
す
る
。
若
者
た
ち
の
、
定
住

促
進
に
も
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
と
思

い
、今
後
進
捗
状
況
を
伺
っ
て
い
く
。 

問
③ 
指
定
難
病
、
網
膜
色
素
変
性
症
の

暗
所
支
援
眼
鏡
補
助
金
に
つ
い
て
伺
う
。 

答 

本
市
に
は
、
１２

名
の
受
給
者
証
を
お

持
ち
の
方
が
お
ら
れ
る
が
、
支
援
眼
鏡
の

助
成
で
き
る
様
に
、検
討
を
図
る
。 

問
④ 

乳
が
ん
検
診
の
現
状
と
取
組
み
を
伺
う
。 

答 

本
市
で
は
、
国
の
方
針
は
、
検
診
を

４０

歳
以
上
の
と
こ
ろ
、
30

歳
以
上
に
引

き
上
げ
早
い
段
階
で
、
乳
が
ん
検
診
を
実

施
し
て
い
る
が
受
診
率
は
、
令
和
３
年
で

１０

・

８
％
と
低
く
受
診
率
の
向
上
が

課
題
で
あ
る
。
乳
が
ん
に
な
ら
れ
た
方
の

サ
ポ
ー
ト
と
し
て
は
、
医
療
機
関
等
が
設

定
す
る
相
談
機
関
を
紹
介
し
、
日
曜
、
夜

間
の
集
団
検
診
実
施
を
医
療
機
関
へ
委

託
し
て
検
診
を
受
け
や
す
い
、
環
境
作
り

に
努
め
て
い
く
。 

イ 

他
市
町
村
で
は
、
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
シ

ー
ト
の
取
組
み
が
あ
る
だ
が
、市
で
も
、早

期
発
見
の
為
、
検
診
率
向
上
の
為
に
、
セ

ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
を
提
案
す
る
。 

答 

今
後
、
他
市
町
村
の
取
り
組
み
も
参

考
に
周
知
を
図
っ
て
い
く
。 

 

（ 写真：ツクシイバラ ） 

（ 写真：乳がんセルフチェックシート ） 

出典：お風呂で乳がん Check！～乳がん

の自己触診法～（東京法規出版） 
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■第３回臨時会（５月１８日）の概要 
 

 

 

新
緑
会 

橋
口 

登
志
郎 

 
西
都
児
湯
救
急
医
療
、
街
中
活
性
化
、
教
育
問
題
に
つ
い
て 

動画はこちらから↓ 
 

問
① 

西
都
児
湯
は
高
度
急
性
期
病
床

が
ゼ
ロ
、
さ
ら
に
脳
血
管
手
術
が
で
き
な

い
現
状
に
つ
い
て
見
解
を
伺
う
。 

答 

中
期
目
標
に
定
め
る
脳
卒
中
等
の
緊

急
性
の
高
い
脳
疾
患
や
内
科
疾
患
の
提

供
を
行
う
事
、
災
害
拠
点
病
院
機
能
を

整
備
す
る
事
が
セ
ン
タ
ー
の
機
能
の
向
上

が
図
ら
れ
、
西
都
児
湯
住
民
の
命
を
守
る

事
と
な
る
と
考
え
る
。 

問
② 

急
性
期
疾
患
や
災
害
に
対
応
で
き

る
新
病
院
へ
の
市
長
の
見
解
を
伺
う
。 

答 

安
定
的
な
経
営
を
目
指
す
事
が
重

要
で
、
市
民
の
安
心
安
全
と
常
勤
医
師
の

確
保
と
い
う
思
い
か
ら
、
で
き
る
だ
け
早

い
時
期
に
建
設
す
べ
き
と
考
え
る
。 

問
③ 

街
中
活
性
化
と
文
化
は
ど
う
関
連

性
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
か
伺
う
。 

答 

文
化
の
振
興
に
よ
っ
て
街
中
が
市
民

の
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
と
い
わ
れ
る
場
所
と

な
れ
ば
、
賑
わ
い
が
創
出
さ
れ
、
街
中
活

性
化
に
寄
与
す
る
と
考
え
る
。 

問
④ 

「
夢
た
ま
ご
」
へ
の
見
解
を
伺
う
。 

答 

美
術
館
の
な
い
本
市
に
と
っ
て
、
創
作

活
動
の
発
表
す
る
場
所
、
市
民
が
鑑
賞
す

る
場
所
、
文
化
の
意
見
交
換
、
市
民
の
憩

い
の
場
所
で
あ
り
、
市
外
か
ら
も
多
く
の

人
々
が
訪
れ
、
活
性
化
に
寄
与
す
る
重
要

な
施
設
で
あ
る
。
意
見
を
聞
き
必
要
な
支

援
を
し
て
い
き
た
い
。 

問
⑤ 

教
育
と
し
て
の
「
夢
た
ま
ご
」
の
役

割
に
つ
い
て
教
育
長
の
見
解
を
伺
う
。 

答 

文
化
は
喜
び
や
達
成
感
、
自
己
肯
定

感
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。
子
供
た
ち
の

発
表
の
場
と
し
て
も
「
夢
た
ま
ご
」
は
学

校
教
育
や
社
会
教
育
の
立
場
か
ら
非
常

に
有
益
な
施
設
で
あ
る
と
考
え
る
。 

問
⑥ 

ま
ち
づ
く
り
会
社
に
つ
い
て
設
立

目
的
、
担
う
役
目
に
つ
い
て
伺
う
。 

答 

次
世
代
を
担
う
人
材
育
成
、
経
済
の

活
性
化
、
明
る
く
豊
か
な
西
都
未
来
創
生

を
目
的
に
、
官
民
連
携
で
設
立
さ
れ
た
。

民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
と
ス
ピ
ー
ド
感
で
の
地

方
創
生
に
期
待
し
て
い
る
。 

問
⑦ 

中
学
再
編
に
よ
る
効
果
を
伺
う
。 

答 

生
徒
数
や
教
職
員
数
が
増
え
る
こ
と

に
よ
り
、
多
様
な
も
の
の
見
方
、
考
え
方
、

表
現
の
仕
方
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
、
社

会
性
、
協
調
性
、
向
上
性
が
育
ま
れ
、学
力

の
保
障
に
つ
な
が
る
。 

問
⑧ 

部
活
動
の
地
域
移
行
を
伺
う
。 

答 

解
決
す
べ
き
課
題
が
山
積
し
て
い
る
、

し
か
し
持
続
可
能
な
部
活
動
の
在
り
方

を
研
究
す
る
こ
と
は
意
義
が
あ
り
、
教
職

員
の
働
き
方
改
革
も
進
め
る
事
と
な
る
。

本
市
に
と
っ
て
ふ
さ
わ
し
い
方
式
を
検
討

し
て
い
き
た
い
。 

 

番号 審議結果

第53号
地方独立行政法人西都児湯医療センター第3期中期目標を定めることについて
(地方独立法人法の規定により、地方独立行政法人西都児湯医療センターの中期目標を定めようとするもの)

原案

可決
賛成多数

議案名・概要

文教厚生委員会  
  地域医療対策室から説明を求め、種々質疑の後、ある委員より原案に対する修正案が提出されました。 
  その後、修正案に対する賛成討論、原案に対する反対討論がなされ、修正案について採決を行った結果、可否同数と
なり、委員会条例第 17 条の規定に基づき、委員長の決するところにより、否決されました。その後、原案について採決
を行った結果、可否同数となり、委員長の決するところにより、可決されました。 
本会議 
  文教厚生委員長報告の後、米良弥議員ほか３名から原案に対する修正案が提出されました。原案に対する反対・賛成
討論、修正案に対する賛成討論がなされ、修正案について採決を行った結果、賛成少数で否決されました。その後、原
案ついて採決を行った結果、賛成多数で可決されました。 

審議経過 

緊急質問 
議案の審査に先立ち、米良弥議員から「市長の医療行政に対する基本姿勢について」の緊急質問が行われました。 

 

賛否の分かれた議案等の表決一覧

番号 件名

太

田

寛

文

森

祐

子

壱

岐

秀

光

浦

田

明

子

村

上

修

乗

米

良

弥

橋

口

登

志

郎

田

爪

淑

子

荒

川

敏

満

黒

木

吉

彦

中

武

邦

美

井

上

司

井

上

久

昭

狩

野

保

夫

岩

切

一

夫

審

議

結

果

-

議案第53号地方独立行政法人西都児湯医療セ

ンター第3期中期目標を定めることについて

に対する修正動議

● ● ● ○ ○ ● ● ● ○ ○ ● ● ○ ● 否決

第53号
地方独立行政法人西都児湯医療センター第3

期中期目標を定めることについて
○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ● ○ 原案可決

　　議長のため表決に参加しない

○：賛成　  ●：反対　 

議員名（左から議席番号順）

5 月臨時会の映像はこちら→ 
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「
水
田
活
用
の
直
接
支
払
交
付
金
」

の
見
直
し
を
中
止
し
、
す
べ
て
の
農

家
経
営
へ
の
支
援
策
強
化
を
求
め
る

請
願 

 

請
願
者 

宮
崎
県
農
民
組
合 

  
 
 
 
 
 

連
合
会 

 
  

会
長 

有
田 

辰
二  

 
 
 
 
        

審
査
結
果 

採
択 

  
 

    
 

文
教
厚
生
委
員
会
審
査
概
要 

  

請
願 

審
査
結
果 

 
 

定
例
会
に
お
い
て
総
務
委
員
会
に
付

託
さ
れ
ま
し
た
議
案
２
件
に
つ
い
て
、
そ

の
審
査
の
経
過
と
結
果
を
ご
報
告
申
し

上
げ
ま
す
。 

  

議
案
第
56

号 

令
和
４
年
度
西
都

市
一
般
会
計
予
算
補
正
（
第
４
号
）
に

つ
い
て
本
委
員
会
に
付
託
を
さ
れ
た
部

分
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。
歳
入
に
つ
い

て
は
、
地
方
交
付
税
な
ど
が
計
上
さ

れ
、
歳
出
に
つ
い
て
は
、
総
務
費
に
備
品

購
入
費
な
ど
の
予
算
が
計
上
さ
れ
、
本

案
に
つ
き
ま
し
て
は
、
種
々
質
疑
の
後
、

別
段
異
議
な
く
、
採
決
の
結
果
、
全
会

一
致
を
も
っ
て
原
案
の
と
お
り
可
決
す

べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。 

 

次
に
、
議
案
第
60

号 

令
和
４
年
度

西
都
市
一
般
会
計
予
算
補
正
（
第
５

号
）
に
つ
い
て
本
委
員
会
に
付
託
を
さ

れ
た
部
分
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。
歳

入
に
つ
い
て
は
、
地
方
交
付
税
な
ど
が

計
上
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
本
案
に
つ
き

ま
し
て
は
、
種
々
質
疑
の
後
、
別
段
異

議
な
く
、
採
決
の
結
果
、
全
会
一
致
を

も
っ
て
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も

の
と
決
し
ま
し
た
。 

 
 

定
例
会
に
お
い
て
文
教
厚
生
委
員
会

に
付
託
さ
れ
ま
し
た
議
案
４
件
に
つ
い

て
、
そ
の
審
査
の
経
過
と
結
果
を
ご
報
告

申
し
上
げ
ま
す
。 

 

採
決
結
果 

  
 

  
議
案
第
５７

号 

反
対
討
論
が
な
さ
れ
採
決
の
結
果
、

賛
成
多
数
を
も
っ
て
原
案
可
決 

 

議
案
第
56

号
、第
59

号
、第
60

号 

賛
成
討
論
が
な
さ
れ
採
決
の
結
果
、

全
会
一
致
を
も
っ
て
原
案
可
決 

   
 
    

審
査
の
過
程
で
出
た
主
な
意
見 

  
 

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

の
た
め
に
は
、
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
率
が

低
い
年
代
へ
の
対
策
が
必
要
と
考
え
る

の
で
、
接
種
率
向
上
に
対
す
る
積
極
的

な
対
策
を
図
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
ま

た
、
感
染
拡
大
防
止
の
立
場
か
ら
Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
査
を
積
極
的
に
図
っ
て
い
た
だ
き

た
い
」 

 
 

定
例
会
に
お
い
て
産
業
建
設
委
員
会

に
付
託
さ
れ
ま
し
た
議
案
３
件
及
び
請

願
１
件
に
つ
い
て
、
そ
の
審
査
の
経
過
と

結
果
を
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

採
決
結
果 

 
 
 

全
て
全
会
一
致
で
原
案
可
決
（
請
願

に
つ
い
て
は
採
択
） 

 

審
査
の
過
程
で
出
た
主
な
意
見 

 
 
 

「
農
畜
産
物
バ
リ
ュ
ー
ア
ッ
プ
推
進
協

議
会
に
対
す
る
補
助
金
に
つ
い
て
、
学

生
達
に
ぜ
ひ
と
も
“ふ
る
さ
と
の
味
”を

届
け
て
い
た
だ
き
、
西
都
の
良
さ
を
味

わ
っ
て
も
ら
い
、
故
郷
へ
の
思
い
を
馳
せ

て
い
た
だ
き
た
い
。
該
当
す
る
方
へ
十

分
な
周
知
を
し
て
い
た
だ
き
、
予
算
の

活
用
を
図
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」 

各常任委員会での審査概要をお知らせします。ＱＲコードを読

み取ると、各委員会の委員長報告全文がご覧いただけます。 

産
業
建
設
委
員
会
審
査
概
要 
総
務
委
員
会
審
査
概
要 

  

審査の過程で行った現地調査 

（説明を受ける委員） 
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■第４回定例会（６月６日～２３日）で審議された議案の概要と結果 
 
  

 

賛否の分かれた議案等の表決一覧 

全
国
市
議
会
議
長
会 

永
年
勤
続
表
彰 

 

こ
の
ほ
ど
、
井
上
司
議
員
が

２０

年
の
議
員
永
年
勤
続
の
功
労

に
よ
り
、
全
国
市
議
会
議
長
会
か

ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。 

 

平
成
１４

年
４
月
に
初
当
選

以
来
、６
期
連
続
の
当
選
。 

議
長
、
副
議
長
、
議
会
運
営

委
員
長
、
文
教
厚
生
委
員
長
、

産
業
建
設
委
員
長
、
新
田
原

基
地
対
策
調
査
特
別
委
員
長

な
ど
を
歴
任
。 

井上司議員 

 

予算関係
番号

その他
番号 審議結果

議員提出議案
番号 審議結果

第6号
原案

可決
全会一致

第59号
財産の処分について 原案

可決
全会一致

(旧杉安保育所の土地及び建物並びに工作物を処分しようとするもの)

議案名

水田活用の直接支払交付金見直しについて柔軟な対応を求めるとともに、生産者

の実情を踏まえた必要な支援を求める意見書の提出について

教育委員会委員の任命について　　　　　　　　　　髙橋　博昭　氏　　　（再任）

議案名・概要

第54号 同意 全会一致

第58号
令和３年度西都市水道事業会計未処分利益剰余金の処分について 原案

可決
全会一致

(未処分利益剰余金の処分について、議会の議決を求めようとするもの)

第57号
令和４年度西都市国民健康保険事業特別会計予算補正（第１号）について 原案

可決
賛成多数

(国民健康保険税の賦課額決定などに伴い、総額２，６３７万円を増額補正しようとするもの)

第60号
令和４年度西都市一般会計予算補正（第５号）について 原案

可決
全会一致

(民生費、衛生費など総額7,427万７千円を増額補正しようとするもの)

議案名・概要 審議結果

第55号
令和４年度西都市一般会計予算補正（第３号）について

原案

可決
全会一致(低所得の子育て世帯に対する子育て世帯生活支援特別給付金支給事業費として、民生費

に１億２７５万６千円を増額補正しようとするもの)

第56号
令和４年度西都市一般会計予算補正（第４号）について 原案

可決
全会一致

(民生費、農林水産業費など、総額１億5,653万３千円を増額補正しようとするもの)

番号 件名

太

田

寛

文

森

祐

子

壱

岐

秀

光

浦

田

明

子

村

上

修

乗

米

良

弥

橋

口

登

志

郎

田

爪

淑

子

荒

川

敏

満

黒

木

吉

彦

中

武

邦

美

井

上

司

井

上

久

昭

狩

野

保

夫

岩

切

一

夫

審

議

結

果

第57号
令和４年度西都市国民健康保険事業特別会計

予算補正（第１号）について
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ 原案可決

　　議長のため表決に参加しない

○：賛成　  ●：反対　 

議員名（左から議席番号順）
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西
都
児
湯
環
境
整
備 

事
務
組
合
議
会
議
員 

一
ツ
瀬
川
営
農
飲
雑
用
水 

広
域
水
道
企
業
団
議
員 

水
田
活
用
の
直
接
支
払
交
付

金
見
直
し
に
つ
い
て
柔
軟
な

対
応
を
求
め
る
と
と
も
に
、
生

産
者
の
実
情
を
踏
ま
え
た
必

要
な
支
援
を
求
め
る
意
見
書 

 

（
提
出
先
） 

衆
議
院
議
長
・
参
議
院
議
長
・
内
閣
総

理
大
臣
・財
務
大
臣
・経
済
産
業
大
臣
・

農
林
水
産
大
臣 

  

第
1

0
9
号

 
 
令
和

4
年

8
月

1
日
発
行

 
発
行
／
西
都
市
議
会

            〒
８
８
１
－
８
５
０
１

 宮
崎
県
西
都
市
聖
陵
町

2
丁
目

1
番
地

 

編
集
／
議
会
報
編
集
委
員
会

      Ｔ
Ｅ
Ｌ
：０
９
８
３
－
４
３
－
１
３
２
３

  
Ｆ
Ａ
Ｘ
：０
９
８
３
－
４
３
－
３
６
９
９

 

編
集
後
記 

改
選
後
初
め
て
の
６
月
定
例
会
が
開
会
さ

れ
、
無
事
閉
会
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。 今

回
は
、
一
般
質
問
者
中
２
名
の
新
人
議

員
が
質
問
し
、
新
た
な
発
想
が
生
ま
れ
ま
し

た
。 ま

た
、新
型
コ
ロ
ナ
感
染
対
策
を
し
っ
か
り

と
と
り
な
が
ら
、
な
る
だ
け
傍
聴
席
に
も
多

く
の
方
々
に
足
を
運
ん
で
い
た
だ
く
取
り
組

み
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。 

 

だ
が
し
か
し
、
ま
だ
ま
だ
油
断
し
て
は
な

り
ま
せ
ん
。
何
事
に
も
油
断
し
た
先
に
事
は

起
こ
る
も
の
で
す
。 

 

「
転
ば
ぬ
先
の
杖
」 

万
が
一
に
備
え
て
十
分
な
対
策
（
杖
）
を

心
掛
け
て
参
り
ま
し
ょ
う
。 

 

｜

議
会
報
編
集
委
員
会
｜ 

委 

員 

長  

橋
口 

登
志
郎 

副
委
員
長  

村 

上 

修 

乗 

委
員 

 

森    

祐 

子 

〃  
 
 

壱 

岐 

秀 

光  

〃  
 
 

浦 

田 

明 

子 

〃  
 
 

荒 

川 

敏 

満 

〃  
 
 

黒 

木 

吉 

彦  
 
  

〃  
 
 

狩 

野 

保 

夫 

 

議会Ｑ＆Ａ 
議会の仕組みを理解してもらうため、Ｑ＆Ａを始めました。 

毎号少しずつ取り上げていきますので楽しみにしてください。 

太
田 

寛
文 

米
良 

弥 

太
田 
寛
文 

前
号
（
１
０
８
号
）
で
議
会
構
成
を
掲
載
し
ま
し
た

が
、
一
部
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
正
し
く
は
左
記
の

と
お
り
で
す
。
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。 

Q市議会って何をするところですか？ 
A 市議会には、議決権、調査権、監査請求権など権限が与えられています。それは市民の代表として十分な活
動をするための権限です。その権限をもとに主に次のような仕事をしています。 
•市の決まり（条例）を決めたり、改めたりします。 
•市のお金（予算）をどのように使うかを決めます。 
•市のお金（予算）が正しく使われているか、市の仕事が正しく行われているかを調べます。 
•国や宮崎県などに意見を出します。 

 
Q 市議会に要望したいのですが、どういう方法がありますか？ 
A 請願と陳情があります。 
請願は議員を通じて意見要望を言う事です。陳情は議員を通じなくて直接意見を言う事です。 

 
Q 市民と市議会と市長の関係はどういうものですか？ 
A 市役所は、市民の生活のために大切な仕事（市政）をしています。その市政には、市民の意見が十分反映さ
れなければなりません。そこで、市議会は、市政の進め方を決めたり、市政が正しく行われているかを確かめ
る仕事をしており、「議決機関」と言います。また、市長は、市議会で決まったことを実際に推進していくため、
「執行機関」と言います。 
市議会と市長は互いに独立した立場から、協力し合い、市政の発展を実現するために努めています。 

 
Q よく二元代表制という言葉を聞きます、二元代表制って何ですか？ 
A 市議会議員と市長の両方を市民が直接選挙で選ぶ制度の事です。したがって議会も市長もともに市民を代
表することによって、緊張関係を保ちながら対等な機関として存在します。市長の提案を議会は議論し決定
（議決）し、その執行を監視し、積極的な政策提案を通して政策形成の舞台となる事が本来の姿です。 

可
決
さ
れ
た 

意
見
書 

訂
正 

意
見
書
全
文
は
こ
ち
ら
↓ 


